
【書

評
】

李
乃
琦
著

『一
切
経
音
義
古
写
本
の
研
究
』

北
海
道
大
学
名
誉
教
授
・
国
語
学

池
田
証
寿

こ
こ
に
紹
介
す
る
『
一
切
経
音
義
古
写
本
の
研
究
』
は
玄
応
撰
一
切
経
音
義
二
十
五
巻
を
対
象

と
す
る
。
一
切
経
音
義
の
研
究
書
と
し
て
は
日
本
国
内
で
は
じ
め
て
の
刊
行
と
な
る
。
本
書
の
意

義
は
、
一
切
経
音
義
古
写
本
の
諸
本
の
系
統
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
古
辞
書
に
利
用
さ
れ
た
一
切

経
音
義
の
系
統
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
国
内
外
に
所
蔵
の
一
切
経
音
義
古
写
本
の
全
文

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
結
論
を
導
い
て
お
り
、
実
証
的
な
研
究
で
あ
り
な
が
ら
情
報
学
の
方
法

を
駆
使
し
た
成
果
と
な
っ
た
。

一
切
経
音
義
古
写
本
と
し
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
大
治
本
が
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。
大

治
本
は
法
隆
寺
一
切
経
と
し
て
、
大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
現
存
す
る

五
帖
十
九
巻
が
山
田
孝
雄
編
に
よ
り
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
複
製
刊
行
さ
れ
た
。
昭
和
五
十

五
年
（
一
九
八
〇
）
か
ら
翌
年
に
は
古
辞
書
音
義
集
成
第
七
巻
〜
九
巻
と
し
て
新
し
い
影
印
が
刊

行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
広
島
大
学
本
と
天
理
図
書
館
本
の
影
印
も
収
録
す
る
。
研
究
の
環
境
が
整

う
と
と
も
に
、
一
切
経
音
義
と
日
本
古
辞
書
と
の
関
係
も
着
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

一
切
経
音
義
古
写
本
研
究
の
画
期
を
な
し
た
の
は
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）、
国
際
仏
教
学

大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
玄
応
撰
一
切
経
音
義
二
十

五
巻
』（
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
1
輯
）
で
あ
る
。
金
剛
寺
本
、
七
寺
本
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

本
、
西
方
寺
本
、
京
都
大
学
本
の
影
印
を
収
録
し
、
約
千
四
百
頁
の
大
冊
で
あ
る
。
大
治
本
は
約

七
百
頁
、
広
島
大
学
と
天
理
図
書
館
本
は
約
三
百
六
十
頁
で
あ
る
か
ら
、
合
計
す
る
と
二
千
五
百

頁
に
近
い
分
量
と
な
る
。
し
か
も
、
全
二
十
五
巻
の
完
存
す
る
伝
本
は
な
く
、
例
え
ば
大
治
本
は

巻
第
三
〜
八
の
六
巻
、
金
剛
寺
本
は
巻
第
五
・
八
・
二
十
二
・
二
十
三
の
四
巻
を
欠
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
、
諸
本
本
文
を
校
合
す
る
作
業
は
多
大
の
労
力
を
必
要
と
す
る
。

加
え
て
、
一
切
経
音
義
の
版
本
は
、
高
麗
版
、
宋
版
な
ど
多
数
伝
存
し
て
お
り
、
徐
時
儀
博
士
を

は
じ
め
と
す
る
中
国
学
者
に
数
多
く
の
研
究
成
果
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
参
看
も
必
要
で
あ
る
。

李
乃
琦
博
士
は
、
日
本
古
辞
書
が
依
拠
し
た
一
切
経
音
義
が
ど
の
系
統
の
古
写
本
に
近
い
の
か
、

と
い
う
観
点
か
ら
研
究
を
始
め
た
が
、
研
究
の
当
初
か
ら
一
切
経
音
義
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

築
に
取
り
組
み
、
短
期
間
に
こ
れ
を
完
成
し
、
数
多
く
の
研
究
発
表
と
論
文
公
刊
を
行
っ
た
。
本

書
は
そ
れ
ら
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
思
い
返
せ
ば
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
八
月
に
、
北

海
道
大
学
で
第
九
屆
漢
文
佛
典
語
言
學
國
際
學
術
研
討
會
暨
第
三
屆
佛
經
音
義
國
際
學
術
研
討
會

が
開
催
さ
れ
、
こ
の
分
野
の
第
一
線
の
研
究
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
李
博
士
の
研
究
が
大
き

く
飛
躍
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

本
書
は
、
一
切
経
音
義
古
写
本
研
究
の
豊
か
な
世
界
を
見
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
た
だ
今
後

に
残
さ
れ
た
課
題
、
新
た
に
見
出
し
た
課
題
は
多
い
。
一
切
経
音
義
古
写
本
の
校
勘
本
の
出
版
も

予
定
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
。

(Ａ
5
判

一
八
六
頁

二
〇
二
一
年
十
二
月
刊
行

汲
古
書
院
)

青
木
佳
伶

『『
注
大
般
涅
槃
経
』
の
文
献
学
的
研
究
』

佛
教
大
学
特
別
任
用
教
員
（
教
授
)
齊
藤
隆
信

本
書
の
奥
付
上
部
に
あ
る
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
よ
る
と
、
著
者
の
青
木
佳
伶
氏
は
台
湾
高
雄
市
生

ま
れ
、
上
智
大
学
比
較
文
化
学
部
、
及
び
東
京
大
学
文
学
部
を
卒
業
し
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文

社
会
系
研
究
科
ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻
（
イ
ン
ド
文
学
・
イ
ン
ド
哲
学
・
仏
教
学
）
修
士
課
程
を

修
了
し
た
後
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
仏
教
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
博
士
課
程
を
修
了
し
て
い

る
。
そ
し
て
現
在
は
、
武
蔵
野
大
学
非
常
勤
講
師
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
特
任
研
究
員
を
勤

め
て
い
る
。

本
書
は
青
木
氏
が
二
〇
一
八
年
に
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
「
唐
導
江
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県
令
穐
諗
撰
『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
・
巻
十
二
の
研
究
」
を
も
と
に
、
そ
の
後
の
成
果
を
加
え
、

全
体
を
研
究
篇
と
資
料
篇
に
分
け
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
目
次
を
示
す
（
節
は

略
し
た
）。

口
絵

ま
え
が
き

凡
例

【研
究
篇
】

序
論

第
一
章

日
本
に
現
存
す
る
『
注
大
般
涅
槃
経
』

第
二
章

導
江
県
令
穐
諗
の
活
躍
年
代
と
著
述

第
三
章

唐
導
江
県
穐
諗
撰
『
注
大
般
涅
槃
経
』
の
成
立

第
四
章

『注
大
般
涅
槃
経
』
の
経
典
本
文
と
注

第
五
章

結
論

【資
料
篇
】

一
、『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
二
翻
刻

二
、『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
八
翻
刻

三
、『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
十
二
翻
刻

四
、『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
二
十
二
翻
刻

五
、
現
存
穐
諗
注
の
集
成

六
、『
注
涅
槃
経
』
と
『
涅
槃
経
』「
北
本
｣・
｢南
本
」
経
文
異
同
一
覧
表

あ
と
が
き

主
要
参
考
文
献

A
bstract

本
書
を
執
筆
す
る
動
機
に
つ
い
て
は
「
ま
え
が
き
」
に
あ
る
通
り
、
青
木
氏
が
国
際
仏
教
学
大

学
院
大
学
に
お
け
る
落
合
俊
典
教
授
に
よ
る
原
典
講
読
の
講
義
を
通
し
て
、
実
際
に
日
本
の
古
写

経
に
触
れ
る
機
会
を
得
、
し
だ
い
に
そ
の
関
心
を
高
め
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

周
知
の
ご
と
く
、
中
国
に
お
け
る
ま
と
ま
っ
た
古
写
経
と
言
え
ば
、
約
一
千
年
の
間
誰
の
目
に

も
ふ
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
た
か
も
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
保
存
さ
れ
て
き
た
敦
煌
遺
書
と
し
て
一
ヶ

所
に
封
印
さ
れ
た
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
場
合
は
こ
れ
と
異
な
り
、
各
地
の

図
書
館
や
博
物
館
等
に
保
存
さ
れ
、
個
人
蒐
集
家
の
も
と
に
集
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
全
国
の
寺

院
に
お
い
て
写
本
・
版
本
・
活
字
本
を
問
う
こ
と
な
く
、
膨
大
な
仏
典
群
が
珍
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
時
に
戦
禍
を
避
け
、
時
に
天
災
を
逃
れ
る
な
ど
、
大
切
に
管
理
し
後
世
に
遺

そ
う
と
す
る
人
た
ち
の
強
い
意
志
と
営
為
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
で
日
本
に
現

存
す
る
古
写
経
は
敦
煌
遺
書
を
凌
ぐ
存
在
価
値
が
あ
る
も
の
と
言
え
る
（
研
究
価
値
と
存
在
価
値
は

異
な
る
）。
青
木
氏
が
ま
え
が
き
に
「
日
本
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
古
写
経
の
魅
力
を
さ
ら
に

世
界
に
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
貴
重
な
文
化
資
源
の
保
護
・
保
存
の
た
め
に
、

古
写
経
の
研
究
は
急
務
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
評
者
の
価
値
観
と
共
通
す
る
も

の
と
理
解
し
た
。
断
絶
す
る
こ
と
な
く
継
承
さ
れ
て
き
た
日
本
の
文
化
財
の
命
運
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
を
生
き
て
い
る
人
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

さ
て
、
青
木
氏
は
膨
大
な
日
本
の
古
写
本
群
の
中
か
ら
中
国
で
は
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た

文
献
で
、
し
か
も
唐
代
の
居
士
に
し
て
地
方
の
役
人
穐
諗
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
『
大
般
涅
槃

経
』
の
注
釈
書
『
注
大
般
涅
槃
経
』
に
止
目
さ
れ
た
。
中
国
に
は
記
録
に
留
め
る
文
化
が
あ
る
な

ら
ば
、
日
本
に
は
そ
れ
を
保
存
・
管
理
す
る
文
化
が
あ
る
。
こ
の
両
国
の
文
化
的
恩
沢
に
よ
っ
て

穐
諗
の
『
注
大
般
涅
槃
経
』
が
現
存
し
て
い
る
わ
け
で
、
本
資
料
に
止
目
さ
れ
、
こ
れ
を
広
く
紹

介
・
研
究
し
て
そ
の
成
果
を
公
表
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
当
該
文
献
が
青
木
氏
の
手
に
握
ら
れ
た

か
ら
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
で
も
大
い
に
評
価
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
以
下
に
各
章
節
の
概
要
に
つ
い
て
摘
記
し
て
お
こ
う
。

【研
究
篇
】
の
序
論
で
は
研
究
の
目
的
・
手
法
・
意
義
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
研
究
の
目
的
四

点
と
研
究
手
法
五
点
に
関
し
て
は
青
木
氏
の
個
人
的
な
問
題
で
あ
る
が
、
研
究
の
意
義
（
重
要
性
）

に
は
個
人
を
越
え
た
普
遍
性
が
な
け
れ
ば
意
味
を
持
た
な
い
。
こ
こ
で
青
木
氏
は
『
注
大
般
涅
槃

経
』
が
以
下
の
研
究
に
対
す
る
資
料
提
供
に
な
る
と
し
て
そ
の
重
要
性
を
喚
起
し
て
い
る
。
①
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『
涅
槃
経
』
の
研
究

②
唐
代
士
大
夫
・
居
士
仏
教
の
研
究

③
成
都
仏
教
研
究

④
日
本
古
代

に
お
け
る
注
釈
書
と
そ
の
展
開
の
研
究

⑤
『
涅
槃
経
』
の
異
本
研
究
。
ど
れ
も
み
な
興
味
深
い

指
摘
で
あ
り
、
読
者
は
こ
れ
を
意
識
し
な
が
ら
読
み
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
こ
れ
と
は
異
な

る
意
義
を
見
出
す
こ
と
で
、
新
た
な
研
究
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

第
一
章
は
現
存
資
料
の
書
誌
情
報
の
紹
介
と
分
析
、
ま
た
所
在
不
明
本
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

本
書
は
も
と
全
三
〇
巻
か
ら
な
る
が
、
巻
第
二
・
八
・
一
〇
、
一
二
・
一
四
・
一
九
・
二
二
の
七

巻
分
が
現
存
し
て
お
り
、
所
在
不
明
本
は
巻
第
四
・
一
三
の
二
巻
分
で
あ
る
。
ま
た
先
行
研
究
も

坂
本
廣
博
の
論
文
が
わ
ず
か
に
一
点
あ
る
だ
け
で
、
他
に
は
調
査
研
究
さ
れ
た
形
跡
を
確
認
で
き

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
撰
者
の
穐
諗
に
つ
い
て
そ
の
略
歴
と
著
作
が
紹
介
さ
れ
る
。
導
江
県
（
現
・
四
川

省
成
都
の
都
江
堰
市
）
の
県
令
で
あ
り
、
居
士
と
し
て
仏
教
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
本
書

の
他
に
も
『
維
摩
経
』『
金
剛
般
若
経
』、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
も
注
釈
を
加

え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
と
い
う
。

第
三
章
は
本
書
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
、
正
倉
院
文
書
や
中
国
の
音
義
書
等
の
諸
資
料
と
状
況

証
拠
を
も
と
に
、
本
書
は
七
一
三
年
か
ら
七
三
五
年
ま
で
の
間
に
成
立
し
（
ま
た
は
七
三
三
年
〜
七

三
四
年
の
間
）、
入
唐
僧
玄
昉
の
帰
国
と
と
も
に
舶
載
さ
れ
、
本
朝
に
も
た
ら
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
を
推
定
し
て
い
る
。

第
四
章
は
本
書
の
特
徴
を
め
ぐ
っ
て
、
士
大
夫
に
よ
る
注
経
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
北
本
『
涅

槃
経
』
に
基
づ
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
本
書
を
撰
述
す
る
に
あ
た
っ
て
参
考
と
し
て
活

用
し
た
『
涅
槃
経
』
に
関
連
す
る
注
釈
書
類
の
存
在
を
推
定
し
、
最
後
に
穐
諗
独
自
の
注
記
法
の

特
徴
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。

次
に
【
資
料
篇
】
で
は
、
現
存
す
る
本
書
の
写
本
の
う
ち
、
巻
第
二
・
八
・
一
二
・
二
二
の
四

巻
分
の
翻
刻
と
、
穐
諗
の
注
記
を
す
べ
て
抜
粋
し
て
一
覧
に
し
た
「
現
存
穐
諗
注
の
集
成
」、
そ

し
て
『
注
涅
槃
経
』
と
『
涅
槃
経
』（
北
本
・
南
本
）
の
経
文
異
同
一
覧
表
で
あ
る
。

以
上
が
本
書
の
内
容
で
あ
る
が
、
評
者
と
し
て
以
下
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

〈五
〇
頁
、
九
六
頁
〉

天
台
の
入
唐
僧
円
仁
が
唐
で
官
僚
の
講
義
を
聴
講
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
青
木
氏
は
「
あ

る
地
方
長
官
か
ら
仏
教
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
て
い
た
と
の
記
録
も
あ
る
と
い
う
」（
五
〇
頁
）、

「
難
し
い
仏
教
教
理
を
か
み
砕
い
て
、
仏
教
を
伝
え
る
役
割
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」（
九
六
頁
）

と
述
べ
て
、
あ
た
か
も
地
方
の
役
人
で
も
仏
教
に
関
心
が
あ
り
僧
侶
を
支
え
て
い
た
の
で
、
そ
れ

を
も
っ
て
役
人
穐
諗
の
注
解
と
関
連
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
当
該
箇
所
の
注
記
に
よ
る
と
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
著
、
田
村
完
誓
訳
『
円
仁
唐
代
中
国
へ
の
旅
』（
講
談
社
、
一
九
九
九
年
）
を
示
し
て

い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
「
円
仁
が
海
州
の
沿
岸
の
市
で
そ
の
州
の
地
方
長

官
に
会
っ
た
と
き
も
、
彼
は
そ
の
人
物
が
「
仏
教
に
対
す
る
大
づ
か
み
の
理
解
が
あ
り
、
そ
れ
に

つ
い
て
我
々
僧
侶
に
講
義
し
て
く
れ
た
」
と
記
録
し
て
い
る
」（
三
二
五
頁
）
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う

に
述
べ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
部
分
を
実
際
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
あ
た
る
と
、
開
成
四

年
四
月
八
日
に
「
刺
史
姓
顔
名
措
、
粗
解
仏
教
、
向
僧
徒
自
説
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
七
二
巻
、

九
五
頁
中
段
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
件
の
役
人
顔
措
は
「
粗
解
」
し
て
い
た
程
度
で
あ
っ

て
、
そ
の
程
度
の
知
識
を
も
っ
て
「
自
説
」
し
て
い
た
こ
と
を
「
講
義
」
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
訳
本
で
は
な
く
、
直
接
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
の
原

文
に
あ
た
っ
た
上
で
、
自
ら
が
研
究
者
と
し
て
判
断
を
下
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〈八
一
頁
〉

音
注
の
情
報
源
を
仏
教
の
各
種
音
義
書
を
並
べ
て
細
や
か
に
調
査
す
る
作
業
は
重
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
同
時
に
仏
教
の
音
義
書
以
外
に
も
広
げ
て
確
認
す
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば

『
切
韻
』
系
韻
書
類
や
『
玉
篇
』
な
ど
、
反
切
を
示
す
資
料
は
他
に
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
韻
書
や
字
書
の
情
報
と
合
致
し
な
い
と
し
て
も
、
本
書
が
居
士
で
あ
る
穐
諗

の
著
作
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
調
査
対
象
を
仏
教
の
音
義
書
以
外
に
も
広
げ
る
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。

〈一
一
四
頁
〉

筆
者
は
、
穐
諗
が
経
文
に
あ
る
「
不
復
愛
重
、
視
之
如
草
」
を
「
不
復
愛
重
、
親
如
芻
草
」
に

改
め
た
こ
と
を
も
っ
て
、「
一
歩
踏
み
込
ん
だ
表
現
」
や
、「
状
況
を
さ
ら
に
具
体
的
に
示
し
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
疑
問
で
あ
る
。
こ
こ
は
む
し
ろ
経
文
の
通
り
「
視
（
な
が
め

る
・
傍
観
す
る
）」
の
ほ
う
が
よ
り
実
情
に
相
応
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
も
し
穐
諗
の
修
訂
を
採
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用
す
る
な
ら
ば
、「
不
復
愛
重
親
、
如
芻
草
」
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ

れ
で
は
四
字
一
句
の
経
文
の
句
づ
く
り
の
リ
ズ
ム
が
損
な
わ
れ
る
。

〈一
一
五
頁
〉

筆
者
は
「
穐
諗
は
、
経
典
を
経
典
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
教
訓
的
な
説
話
と
い
う
感
覚
で
受

容
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
論
証
す
る
た
め
に
三
例
を
示
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
（
そ
の
う
ち
一
例
は
右
に
述
べ
た
よ
う
に
や
や
疑
問
が
残
る
）。
筆
者
の
立
論
を
証
明

す
る
な
ら
ば
、
更
に
豊
富
な
用
例
を
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〈一
三
七
頁
〉

穐
諗
注
の
特
徴
と
し
て
、
引
用
文
献
の
非
開
示
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
の

仏
教
文
献
で
出
典
を
明
記
せ
ず
に
引
用
し
た
り
、
経
文
を
作
者
の
主
観
に
よ
っ
て
改
変
し
た
り
す

る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
現
代
の
研
究
倫
理
観
と
は
異
な
り
、
彼
ら
は
そ
れ
を
不
正

（
剽
窃
・
改
旭
）
と
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
本
書
の
特

徴
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
ご
く
普
遍
的
な
現
象
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

〈資
料
篇
〉

影
印
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
単
に
出
版
に
か
か
わ
る
費
用
の
問
題
が
関
与
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
が
、
筆
者
が
捜
索
し
た
写
本
を
除
い
て
他
に
現
存
が
確
認
で
き
な
い
天
下
の
孤
本
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
等
に
よ
っ
て
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
し
利
用
可
能
な

環
境
を
整
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〈そ
の
他
〉

も
と
三
〇
巻
か
ら
成
る
本
書
は
中
国
で
散
逸
し
て
し
ま
い
、
日
本
だ
け
に
七
巻
分
（
所
在
不
明

本
を
含
め
る
と
九
巻
分
）
が
現
存
し
て
い
る
。
ま
こ
と
に
幸
運
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
穐
諗
の
注
記

が
後
の
仏
典
に
引
用
さ
れ
活
用
さ
れ
た
形
跡
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
や
、
現
存
す
る
巻
に
重
複
が

な
い
（
要
す
る
に
盛
ん
に
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
）
こ
と
も
考
慮
す
る
と
き
、
後
世
に
ど
れ
ほ

ど
の
影
響
力
が
あ
っ
た
の
か
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
場
合
、
筆
者
が
研
究
意
義
と
し
て

あ
げ
た
五
点
の
う
ち
、
③
成
都
仏
教
研
究
に
と
っ
て
の
新
資
料
の
提
供
、
④
日
本
古
代
に
お
け
る

注
釈
書
と
そ
の
展
開
の
研
究
へ
の
一
資
料
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
再
考
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
今
後
の
研
究
の
進
展
次
第
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
資
料
篇
二
八
〇
頁
に
対
し
て
研
究
篇
は
一
六
〇
頁
ほ
ど
で
あ
る
。
ペ
ー
ジ
の
分
量
の
多

寡
が
必
ず
し
も
そ
の
研
究
の
評
価
を
左
右
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
読
者
は
や
や
物
足
り
な
さ
を

感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
の
出
版
目
的
は
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
通
り
、「
文
献

学
的
研
究
」
で
あ
り
、
ま
た
「
基
礎
的
な
研
究
」（
七
頁
）
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
文
献
学
的
研
究
・
基
礎
的
研
究
に
つ
い
て
は
本
書
で
概
ね
達
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点

に
お
い
て
研
究
篇
の
ペ
ー
ジ
分
量
は
満
た
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
今
後
は
未
調
査
の
巻
第
四
、
一
〇
、
一
三
、
一
四
、
一
九
も
順
次
調
査
で
き
る
よ
う

な
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
し
、
加
え
て
思
想
的
な
方
面
に
も
手
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
筆
者
が
自
ら
示
し
た
五
点
の
研
究
意
義
（
八
頁
）
を
順
次
解
明
し
、
さ
ら
に
新
た
な
意
義

を
見
い
だ
す
こ
と
で
、
よ
り
精
緻
で
立
体
的
な
研
究
成
果
の
公
開
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

貴
重
な
文
化
財
と
し
て
た
だ
保
護
・
保
管
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
た
び
の
「
文
献
学
的
研

究
」、「
基
礎
的
な
研
究
」
を
基
盤
と
し
て
、
さ
ら
に
進
ん
で
筆
者
が
目
指
し
て
い
る
「
総
合
的
な

研
究
」（
一
五
九
頁
）、「
多
角
的
研
究
」（
四
四
八
頁
）
が
果
遂
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
撰
者
穐

諗
の
功
勲
を
現
代
に
顕
彰
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
は
八
世
紀
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
本
書

を
大
切
に
伝
承
し
て
き
た
者
た
ち
へ
の
報
恩
謝
徳
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

以
上
で
あ
る
が
、
書
評
と
言
う
に
は
心
も
と
な
い
内
容
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
許
し
い

た
だ
き
た
い
。「
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
」
で
あ
る
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
現
存
資
料
と
、
数
少

な
い
先
行
研
究
を
前
に
、
今
後
の
進
展
が
多
難
で
あ
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
前

人
未
踏
の
領
域
を
開
拓
し
て
い
る
と
い
う
高
揚
感
も
得
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
今
後
も
筆
者
の
継

続
的
で
不
退
転
の
研
鑽
に
期
待
し
た
い
と
思
う
。

(Ａ
5
判

四
七
二
頁

二
〇
二
二
年
二
月
刊
行

法
藏
館
)

福
州
版
一
切
経
調
査
研
究
会
編

『宋
版
一
切
経
（
福
州
版
）
調
査
提
要
袞
本
源
寺
蔵
の
調
査
を
通
し
て
袞
』

広
島
大
学
大
学
院
教
授

佐
々
木

勇
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本
書
は
、
福
州
版
一
切
経
調
査
研
究
会
（
牧
野
和
夫
・
高
橋
悠
介
・
中
村
一
紀
・
野
沢
佳
美
・
上
杉

智
英
・
落
合
俊
典
・
前
烏
信
也
・
南
宏
信
・
矢
口
郁
子
・
渡
辺
信
和
〈
本
書
の
「
執
筆
者
」
四
名
を
先
に
、

他
は
氏
名
の
五
十
音
順
に
挙
げ
た
〉）
に
よ
る
「
刻
工
名
・
印
造
記
な
ど
を
中
心
と
し
た
一
切
経
調
査

の
手
引
書
」（「
は
じ
め
に
」）
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
九
年
の
二
十
一
回
に
亘
る
調
査

の
全
容
が
知
ら
れ
る
と
同
時
に
、
今
後
の
宋
版
一
切
経
調
査
の
た
め
の
要
領
を
提
示
し
た
「
提

要
」
で
も
あ
る
。

本
書
の
目
次
大
枠
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
勉
誠
出
版
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

御
覧
頂
き
た
い
。

宋
版
一
切
経
（
福
州
版
）
調
査
提
要

は
じ
め
に

大
蔵
経
調
査
の
必
要
性

一

印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
簡
紹
・
説
明
と
福
州
版
大
蔵
経
の
問
題
点

二

福
州
版
大
蔵
経
袞
『
東
禅
寺
版
（
一
切
経
）』『
開
元
寺
版
（
一
切
経
）』

三

調
査
袞
そ
の
現
場
と
調
査
な
ど

四

書
物
と
し
て
の
宋
版
一
切
経
袞
書
物
各
部
の
名
称
・
版
式
と
し
て
の
名
称
な
ど

五

応
用
篇

論

考
宋
版
大
蔵
経
と
女
性
刻
工

野
沢
佳
美

書
陵
部
蔵
福
州
版
一
切
経
の
本
文
欠
落
巻
に
つ
い
て

中
村
一
紀

宋
版
一
切
経
補
刻
葉
に
見
え
る
「
下
州
千
葉
寺
了
行
」
の
周
辺

牧
野
和
夫

附

録
題
記
一
覧
袞
本
源
寺
蔵
を
軸
に
袞

主
要
参
考
文
献
一
覧
（
福
州
版
一
切
経
関
連
に
限
る
）

用
語
索
引

本
書
の
中
心
は
、
書
名
と
も
な
る
、
前
半
の
「
宋
版
一
切
経
（
福
州
版
）
調
査
提
要
」
で
あ
り
、

「
刻
工
名
」「
印
造
記
」「
施
財
刊
語
」「
印
面
」「
両
面
刷
」「
帖
冊
の
厚
さ
」
と
い
う
「
従
来
の
宋

刊
大
蔵
経
の
調
査
事
項
に
お
い
て
は
軽
視
、
乃
至
看
過
さ
れ
た
き
た
項
目
」（
6
頁
）
を
調
査
す

る
こ
と
で
、「
版
本
調
査
の
基
本
で
あ
る
刊
行
の
時
期
・
印
刷
の
時
期
・
補
修
の
時
期
の
識
別

（
刊
・
印
・
修
）」
を
明
確
に
し
た
。

そ
の
た
め
、
前
半
「
宋
版
一
切
経
（
福
州
版
）
調
査
提
要
」
の
中
で
も
っ
と
も
多
く
の
頁
を
割

い
て
論
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
四

書
物
と
し
て
の
宋
版
一
切
経
」
で
あ
る
。
宋
版
一
切
経
を

書
物
と
し
て
正
確
に
捉
え
る
た
め
に
、
ふ
さ
わ
し
い
調
書
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
、
宋
版
一
切

経
原
本
と
対
峙
す
る
中
で
探
っ
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
説
明
・
解
説
の
た
め
に
掲
げ

ら
れ
た
豊
富
な
カ
ラ
ー
写
真
は
、
そ
れ
自
体
が
重
要
な
資
料
的
価
値
を
持
つ
。

度
重
な
る
調
査
の
結
果
、「
⑥
完
存
・
欠
」
な
ど
の
現
存
状
態
の
調
書
に
お
け
る
記
入
位
置
が

変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
「
項
目
欄
の
移
動
」
は
、「
調
査
の
都
度
に
よ
る
変
更
も
可
能
で
、
調

査
記
入
の
速
や
か
な
「
流
れ
」
に
従
っ
て
臨
機
応
変
に
対
応
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。」（
52
頁
）
と
注

意
喚
起
さ
れ
る
。

ま
た
、「
刊
行
当
時
の
題
記
が
駆
逐
さ
れ
、
施
財
刊
語
に
と
っ
て
変
わ
ら
れ
る
「
姿
」
を
目
の

当
た
り
に
す
る
の
で
あ
る
。」（
89
頁
）
と
い
う
体
験
も
、
十
全
に
準
備
さ
れ
た
調
査
カ
ー
ド
と
、

そ
れ
に
基
づ
き
つ
つ
、
対
象
資
料
の
実
態
に
合
わ
せ
て
調
査
項
目
を
変
更
す
る
柔
軟
な
姿
勢
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
の
福
州
版
一
切
経
の
調
査
お
よ
び
目
録
作
り
で
、
も
っ
と
も
時
間
を
か
け
た
の
は
、

「
⑩
題
記
」
の
項
目
（
本
書
76
〜
92
頁
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、
記
号
化
し
て
調
書
に
記
す
方
法
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
77
頁
に
は
、『
方
廣
大
莊
嚴
經
』
巻
第
八
（
0406）
の
巻
首
写
真
が
掲
げ
ら

れ
、
東
禅
寺
版
Ｃ
系
①
に
分
類
さ
れ
る
題
記
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
翻
刻
一
行
目
下
の
「
□

真
」
と
「
謹
募
」
と
の
間
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
写
真
で
確
認
で
き
る
「
等
」
を
落
と
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
77
頁
の
翻
刻
で
は
、「
今
上
皇
帝
」
と
「
大
皇
太
后
」
と
の
間
に
、

原
本
に
存
す
る
空
格
を
空
白
と
す
る
。
し
か
し
、
附
録
の
東
禅
寺
版
Ｃ
系
①
の
題
記
に
は
、
こ
の

空
格
が
無
い
。「
大
皇
太
后
」
前
の
空
格
は
、「
大
皇
太
后
」
へ
の
敬
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、「
大
皇
太
后
」
前
に
常
に
空
格
が
存
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
空
格
の
幅
も
様
々
で

あ
る
。
こ
れ
を
、
分
担
調
査
の
翻
刻
で
区
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
醍
醐
寺
蔵
本
の
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目
録
で
は
、「
こ
れ
ら
を
正
確
に
翻
字
す
る
こ
と
は
困
難
を
伴
い
、
調
査
者
の
間
で
の
不
統
一
が

生
ず
る
惧
れ
が
あ
る
。」「
そ
こ
で
、
こ
の
目
録
で
は
、
止
む
な
く
、
空
格
を
設
け
ず
詰
め
て
翻
字

す
る
こ
と
に
し
た
。」（
小
林
芳
規
「
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
解
題
（
一
）」（『
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切

経
目
録

第
一
冊
』〈
二
〇
一
五
年
、
汲
古
書
院
〉
七
〇
・
七
一
頁
）、
と
記
し
て
い
る
。
本
源
寺
蔵
福

州
版
一
切
経
調
査
の
主
目
的
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
空
格
を
い
か
に
処
理
し
た
の
か
、
皇
帝
の

諱
の
欠
画
（
欠
筆
）、
謙
讓
の
意
を
表
し
て
小
字
と
さ
れ
た
僧
名
の
存
在
な
ど
に
つ
い
て
も
、
注

記
し
て
お
い
て
頂
け
る
と
、
将
来
の
研
究
に
さ
ら
に
有
意
義
で
あ
っ
た
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

東
禅
寺
版
補
刻
葉
版
心
干
支
の
年
号
一
覧
（
114
頁
）
は
、
今
後
の
東
禅
寺
版
研
究
に
活
用
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
122
頁
の
印
造
記
一
覧
に
基
づ
け
ば
、
東
禅
寺
版
か
開
元
寺
版
か
が
不
明

な
福
州
版
の
版
種
認
定
が
可
能
と
な
る
。
た
だ
し
、
後
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
る
「
混
合
帖
」
の
存

在
に
注
意
を
要
す
る
。

な
お
、
127
頁
に
、「
開
元
寺
版
に
は
、
例
外
と
し
て
尾
題
以
下
に
音
義
を
付
す
こ
と
も
あ
る
。」

と
し
て
、『
法
苑
珠
林
』
巻
第
二
十
の
写
真
と
調
書
が
掲
げ
ら
れ
る
。「
開
元
寺
版
に
は
、」
と
す

る
こ
の
記
述
は
、
東
禅
寺
版
に
帖
末
の
音
義
が
無
い
か
の
よ
う
な
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
。
東
禅

寺
版
の
帖
末
音
義
に
つ
い
て
は
、
山
本
秀
人
「
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
解
題
（
二
)
音
義
」

（『
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
目
録

第
一
冊
』〈
二
〇
一
五
年
、
汲
古
書
院
〉）
を
、
御
覧
頂
き
た
い
。

｢五

応
用
篇
」
で
は
、
ま
ず
、「
五
面
一
紙
混
入
の
こ
と
」
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
紙
数

の
多
い
福
州
版
の
中
間
に
五
面
の
一
紙
が
挟
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
も
引
用
し
て
く

だ
さ
っ
た
佐
々
木

勇
「
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
に
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
た
理
由
」（
二
〇

一
四
年
）
の
5
頁
下
段
で
述
べ
た
（
本
書
で
の
引
用
が
正
確
で
は
な
い
の
で
、
拙
稿
を
直
接
御
覧
頂
き
た

い
）。
本
書
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
福
州
版
の
印
刷
・
製
本
に
は
、
経
函
へ
の
収
納
の
観
点
を
外

せ
な
い
。
拙
稿
「
宋
版
一
切
経
思
渓
版
の
版
式
転
換
：
一
紙
六
面
か
ら
一
紙
五
面
へ
」（
二
〇
一
五

年
）
で
も
、「
一
帙
十
帖
と
音
釋
帖
を
積
み
上
げ
た
時
、
左
右
両
辺
の
厚
さ
の
差
は
、
放
置
で
き

な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
の
み
記
し
、
経
函
の
蓋
が
閉
ま
ら
な
い
事
態
が
生
じ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
を
明
記
し
な
か
っ
た
の
は
、
不
十
分
で
あ
っ
た
。

｢Ｃ

混
合
帖
な
ど
」
で
は
、「
一
帖
の
中
に
、
東
禅
寺
版
と
開
元
寺
版
な
ど
別
種
の
版
に
基
づ

い
て
印
刷
さ
れ
た
紙
が
継
が
れ
て
い
る
」（
148
頁
）
帖
で
あ
る
混
合
帖
に
つ
い
て
、
画
像
と
と
も

に
、
具
体
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
混
合
帖
で
は
、
東
禅
寺
版
と
開
元
寺
版
の
刻
工
を
区
別

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
今
後
の
福
州
版
一
切
経
調
査
で
、
必
ず
参
照
さ
れ
る
べ

き
項
目
で
あ
る
。

続
く
「
論
考
」
で
は
、
野
沢
・
中
村
・
牧
野
各
氏
の
既
発
表
論
文
か
ら
各
一
編
が
掲
載
さ
れ
る
。

宋
版
一
切
経
を
中
心
と
す
る
大
蔵
経
に
関
す
る
論
考
多
数
を
発
表
な
さ
っ
て
い
る
各
氏
が
、
そ

れ
ら
の
中
か
ら
、
本
書
の
た
め
に
著
者
自
ら
選
ん
だ
一
編
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
宋
版
一
切
経
の

雕
刻
に
携
わ
っ
た
人
々
の
動
き
が
見
え
る
論
考
で
あ
る
。

野
沢
佳
美
「
宋
版
大
蔵
経
と
女
性
刻
工
」（
二
〇
一
三
年
初
出
）
は
、
磧
砂
藏
本
を
正
確
に
捉
え

る
こ
と
で
、
女
性
刻
工
が
多
い
の
は
「
北
宋
後
半
か
ら
南
宋
初
期
」
の
思
渓
蔵
刊
刻
に
お
い
て
で

あ
り
、
そ
の
後
は
減
少
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
事
実
は
、
南
宋
中
期
以
降
に

「「
兼
業
」
す
る
刻
工
が
減
少
し
た
」
こ
と
を
反
映
す
る
の
で
は
無
い
か
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

中
村
一
紀
「
書
陵
部
蔵
福
州
版
一
切
経
の
本
文
欠
落
巻
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
八
年
初
出
）
は
、

書
陵
部
蔵
福
州
版
一
切
経
に
「
作
為
的
」
な
本
文
欠
落
を
持
つ
巻
が
存
す
る
こ
と
を
、
画
像
を
伴

う
多
く
の
具
体
例
に
よ
っ
て
、
指
摘
し
た
。「
本
文
欠
落
巻
」
は
、「
三
〇
紙
前
後
」
の
厚
い
帖
に

偏
る
。
し
か
し
、
三
十
紙
前
後
の
厚
い
帖
の
全
体
か
ら
見
れ
ば
、「
本
文
欠
落
巻
」
は
僅
か
で
あ

り
、
ま
た
、
本
稿
発
表
後
の
調
査
で
、
全
十
七
紙
で
あ
る
べ
き
『
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
』
巻
第
九
が

十
一
紙
に
な
っ
て
い
る
例
な
ど
が
見
出
さ
れ
た
（〔
附
記
〕）。
そ
の
た
め
、「
厚
さ
軽
減
」
以
外
の

本
文
欠
落
要
因
も
考
え
る
必
要
が
明
確
と
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
印
刷
工
房
の
何
ら
か

の
事
情
」
を
想
定
し
て
い
る
。

牧
野
和
夫
「
宋
版
一
切
経
補
刻
葉
に
見
え
る
「
下
州
千
葉
寺
了
行
」
の
周
辺
」（
二
〇
〇
一
年
初

出
）
は
、「
刊
・
印
・
修
」
を
区
別
し
て
、
宋
版
一
切
経
を
整
理
し
、
考
察
を
加
え
た
初
期
の
論

考
で
あ
る
。
多
岐
に
亘
る
事
項
が
記
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、〔
追
記
〕〔
附
記
〕
を
含
め
、
原
文
を

熟
読
頂
き
た
い
。「
結
び
」
に
は
、
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
、
王
公
祠
堂
本
刊
行
（
一
一
六
二
年
）

か
ら
慶
政
没
（
一
二
六
八
）
ま
で
の
宋
版
一
切
経
に
関
す
る
「
略
年
表
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

目
次
の
と
お
り
、「
附
録
」
と
し
て
、「
題
記
一
覧
袞
本
源
寺
蔵
を
軸
に
袞
」
と
「
主
要
参
考
文

献
一
覧
（
福
州
版
一
切
経
関
連
に
限
る
）」
と
を
附
す
。

｢題
記
一
覧
」
は
、
本
源
寺
蔵
本
調
査
時
の
調
書
記
入
用
に
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
小
島
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惠
昭
・
織
田
顕
信
・
藤
谷
一
海
『
本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
經
調
査
報
告
』（「
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究

所
紀
要
」
創
刊
号
、
一
九
七
九
年
三
月
）
が
東
禅
寺
版
Ａ
〜
Ｍ
・
開
元
寺
版
Ｎ
〜
Ｒ
と
整
理
し
た
題

記
に
、
東
禅
寺
版
の
Ｎ
〜
Ｐ
が
追
記
さ
れ
た
。「
同
じ
系
統
の
中
で
の
異
同
箇
所
を
太
字
で
示
」

す
工
夫
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
東
禅
寺
版
の
Ｆ
系
⑤
以
降
と
開
元
寺
版
の
Ｑ
系
に
は
太

字
が
無
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
系
内
で
の
違
い
が
一
目
で
は
わ
か
り
に
く
い
。
た
と
え
ば
、
Ｇ

系
②
の
1
と
2
、
Ｑ
系
②
と
④
と
の
相
違
点
は
、「
雕
」
と
「
彫
」
と
の
異
な
り
な
の
で
あ
ろ
う

か
（「
Ｇ
系
②
の
2
」
の
「
二
月
年
」
は
「
二
年
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）。

｢用
語
索
引
」
は
、
従
来
、
統
一
さ
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
宋
版
一
切
経
研
究
の
用
語
を
定

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
本
書
の
用
語
が
広
く
普
及
す
る
こ
と
を
願
う
。

｢あ
と
が
き
」
に
は
、
ま
ず
、
調
査
に
ご
援
助
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
述
べ

ら
れ
、
故
人
追
悼
の
志
が
記
さ
れ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
人
の
命
は
、
文
献
の
生
命
よ
り
短
い
。

現
在
、
本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
の
全
巻
は
、「
中
性
紙
の
薄
様
紙
で
梱
包
」
さ
れ
、「
平
成
の
年
に

新
造
さ
れ
た
経
蔵
内
の
桐
製
の
箱
に
一
帖
ご
と
に
封
筒
に
入
れ
」
て
保
管
さ
れ
て
い
る
（
285
頁
）。

古
文
献
を
永
く
伝
え
よ
う
と
す
る
福
州
版
一
切
経
調
査
研
究
会
の
皆
様
の
心
構
え
と
、
そ
の
方
法

と
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

｢延
べ
百
三
十
余
名
の
参
加
を
得
」
て
「
遠
か
ら
ず
完
成
す
る
」『
目
録
：
刻
工
名
・
印
造
者
名

篇
』
も
、
宋
版
一
切
経
研
究
に
多
大
な
学
恩
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
目
録
の
刊
行
を
、
鶴
首
し

て
待
ち
た
い
。

(Ａ
5
判

三
〇
四
頁

二
〇
二
二
年
三
月
刊

勉
誠
出
版
)
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